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会員数 ４２７名（Ｈ２４．２現在） 

 
■棚田保全活動報告 
①五箇山で「夏」の親子体験 
8 月 21 日(日)、五箇山で「夏」の親子体験を開催しました。五箇山特産の合掌みょうが、五

箇山かぼちゃを収穫し、合掌の里内の池で岩魚のつかみ取り！ 
朝から雨模様で、開催が危ぶまれましたが、集合時間には天候も回復し、さっそくみょうが畑

へ出発！ 参加された親子は「夏休みの楽しい思い出ができた！」とご満足なご様子。子どもた

ちの笑顔がとっても素敵！ 
 
 
 
 
 
 
 

(おもたい五箇山かぼちゃを     (おかあさんといっしょに          (どや顔のぼく) 
ひっしに抱えるぼく)          収穫を楽しんだわたし) 

 
「みんなで農作業の日」では、春～秋を通して農作業体験、山村地域の振興を手助けするコーリャク隊など、

多彩な活動を提供しています。興味のある方は、下記事務局までお問い合わせください。お待ちしています！ 

 
②利賀百姓塾“秋編”収穫祭 
テーマは“出会い ふれあい 助け合い(結) そして喜び” 
10 月 9 日、南砺市利賀村坂上で、利賀百姓塾“秋編”収穫祭が絶好の好天に恵まれた中で開

催されました。嬉しい収穫の秋です。紅葉を間近に控えた山並を背景に、春にみんなで植えた有

機米の稲刈りが始まりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(なかなかはかいかんな～)    (ハサ掛けでいっそうおいしく！)  (恒例の野外 BBQ はじまり！！) 
 
 除草剤を使っていないため、稗(ひえ)を取り除き、稲だけを刈る作業に悪戦苦闘しながらも、

みんなで半日の作業を頑張りました。ハサもみんなで作ります。主催者の中西邦安さんの指導を

受け、まんさくの木を練って巧みに柱を縛っていきます。昼食は恒例となった野外バーベキュー。 
多くの皆さんの出会い、ふれあい、そして喜びのクライマックス、百姓塾収穫祭でした。 

 

お問い合わせ：『みんなで農作業の日』in 五箇山実行委員会 事務局 

       富山県南砺市役所農政課特産振興係内 

         ℡ 0763-23-2016 

平成２４年２月発行

みんなで農作業の日 検索



 
 
 
 
 
 

③土山でさつまいも収穫祭 
10 月 23 日(日)、南砺市土山でさつまいもの収穫が行われました。地元とＴＯＴＯ㈱北陸支社

の総勢 62 名による収穫作業。みんなで 6 月に植えた苗は立派に成長しているかな？ 

 

 

 

 

 

 

 
(さつまいも収穫スタート)       (たくさん出ておいで！！)    (どれも大きくておいしそう＾＾) 

 

参加した親子がさつまいもの根元を掘り起こすと、大きく成長したさつまいもがざくざくと！

用意した軽四トラックの荷台は、さつまいもの山ができる程の大収穫でした。途中雨が降ったり

して大変でしたが、地元の皆さんが公民館に用意したテントを利用して、収穫物の品定め。収穫

作業の後には参加者全員で収穫祭が行われ、地元料理を堪能しました。 

ＴＯＴＯ㈱北陸支社と土山との交流は平成 18 年に「ＴＯＴＯ水環境基金」に南砺市南蟹谷地

区が応募したことがきっかけとなりました。これまでに、植樹活動、ササユリ畑の造成などの里

山再生活動をはじめ、炭焼きや、きのこ植菌体験などを通して、里山を守り継ぐことの大切さ、

里山に暮らす喜びを学んできました。来年もぜひ、土山の棚田景観保全に力を貸していただきた

いと思います。ありがとうございました。 

 
④じゃがいもオーナー事業 

高岡市福岡町小野地区では、小野自治会において、市内及び近隣地域の都市住民を対象に、休

耕田を活用した、じゃがいもオーナー事業を実施しています。 
 4 月 17 日(日)には、市内外から参加した 18 組 30 人のオーナーが、地元住民と一緒に、じゃ

がいもの種芋の植付け作業を、7 月 17 日(日)には、じゃがいもの収穫作業を体験しました。収

穫した、じゃがいもの一部は、ゆでて試食し、地域住民と参加者との交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(オーナーによる種芋の植付け体験)                      (じゃがいもの収穫体験) 

 



 

 

 

 

 

 

⑤低タンパク米「春陽」の稲刈り 

氷見市胡桃地区では、(農)くるみ営農組合やＪＡ氷見市を中心に、氷見高校農業科学科の生徒

さんや金沢医科大学氷見市民病院の職員さんらが参加して、低タンパク米「春陽」の田植え、稲

刈りの農作業体験を実施しています。「春陽」は、通常の米よりタンパク質の吸収が少なく、タ

ンパク質摂取が制限される患者さんの食事療法に適しています。 

 9 月 18 日(日) 、くるみ営農組合の土平組合長、ＪＡ氷見市の伊藤専務の挨拶のあと、参加者

は前日までの雨により、ぬかるんだ田んぼに足をとられ、悪戦苦闘しながらも稲を刈り、はさが

け作業を行いました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(刈り取った稲の束の縛り方を教わる)                 (氷見高校生によるはさがけ作業) 

 

⑥そば栽培体験教室（播種～そば打ち） 

 布施谷ふるさと活性化委員会(会長 谷口俊政)は、平成 9 年に組織し、過疎化・高齢化という

問題を抱えている黒部市布施谷地区の 4 集落(笠破、田籾、池尻、福平)が、地区の活性化を目的

にむらおこしに取組んでいます。委員会では、まつりで地区を活性化しようと毎年「布施谷まつ

り」を企画・運営しているほか、山菜などの採取と特産品の加工製造から販売までの一連作業を

行っているほか、地元小学生に農業体験をしてもらうことで、食の大切さと地域を大切にする心

を育ててほしいと、小学児童の食育教室を開いています。 

 平成 24 年 2 月 4 日には、みんなで収穫したそばを使った「布施谷そば打ち道場」を開き、東

布施小学校児童 21 名が手打ちそばを作りました。 

今年はグリーンツーリズム農家一泊体験の参加者である、黒部市立石田小学校の 5 年生 4 名

も一緒です。うち 2 名はそばの種まきにも参加していました。 

 

 

 
 
 
 
 
 

(そば播種)                   (そば刈取り教室)                 (そば打ち教室) 



■第７回やまだのかかしコンテスト 
第７回やまだのかかしコンテストが平成 23 年 8 月 7 日(日)～20 日(土)までの期間、富山市山

田赤目谷の棚田で開催されました。 

このコンテストは、都市住民の方に中山間地域の現状を見てもらい、棚田保全の大切さを知

っていただくため、平成 17 年度から実施しているもので、平成 19 年度から地域住民の活性化

を図ることを目的として、赤目谷集落の主催で開催しています。 

コンテストを開催した棚田の近くには、富山平野を一望できる温泉施設があり、お風呂帰り

の家族連れなども含め、多くの人に見ていただきました。今回の出展作品は、人気キャラや、な

でしこジャパンなど話題性豊かなものが多く、棚田を十分にＰＲできたことと思います。 

＜入選作品一例＞ 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 次回コンテストでは、是非ご自身でこのワクワク感を味わってみてください。 

 
■第１回「とやまの農山村写真展」の開催 

第１回「とやまの農山村写真展」については、昨年の５月～１１月にかけて、一般県民の皆様

へ作品募集を行いました。 
県内外の皆様から多数の応募のあった、美しい農山村の風景や、そこに暮らす人々を写した作

品（総応募数 227 作品）の中から優秀な作品を表彰し、展示会を開催しました。入賞作品は下

記のとおりです。（受賞作品については、年間を通して各交流施設で展示会を行う予定です。） 

・入賞者一覧（20 作品）敬称略 
【富山県知事賞】 ５点 

一般部門 最優秀賞 水野敬雄（立山町）  ジュニア部門 最優秀賞 上田 眞 （富山市） 

       優秀賞 根芝一夫（茨城県）          優秀賞 細川 励 （南砺市） 

        〃  菅波 繁 （富山市） 

【(社)富山県農林水産公社理事長賞】 ３点 

一般部門   棚田賞 杉山邦雄（高岡市）、松永正昭（富山市） 

ジュニア部門  〃  中井 椋 （南砺市） 

【とやま棚田ネットワーク会長賞】 １２点 
 一般部門   特別賞 山崎 勝 （富山市）、藤丸正義（富山市）、 林 京子（富山市）、 

塩谷浩一（金沢市）、高畑 訓 （富山市）、浅野陽子（富山市） 
 ジュニア部門  〃  坂本千紗（富山市）、竹本尚也（砺波市）、白江啓暁（砺波市）、 
            山崎浩太郎（南砺市）、笹山翔平（富山市）、永井幸奈（南砺市） 



【一般部門】 

知   事   賞

(社)富山県農林水産公社理事長賞（棚田賞）

とやま棚田ネットワーク会長賞（特別賞） 

▲最優秀賞             ▲優秀賞              ▲優秀賞 
「黄昏の富山湾を望む」        「雨の日の田植え」         「晩秋の水田」 

▲｢押し植えの日｣          ▲｢田植の頃｣ 

▲｢照輝｣           ▲｢伝統を守る｣       ▲｢実りを夢見て｣ 

▲｢春うらら｣         ▲｢秋たなびく｣     ▲｢たくさん刈ったよ！｣ 



【ジュニア部門】 

知   事   賞

(社)富山県農林水産公社理事長賞（棚田賞）

▲｢畑仕事は大へんだな｣ 

▲最優秀賞                   ▲優秀賞 
「カカシ親子」                  「おうちどこ？」 

とやま棚田ネットワーク会長賞（特別賞） 

▲｢すがぬまのたんぼ｣        ▲｢ひとやすみ｣           ▲｢帰省｣ 

▲｢暑い夏に育った         ▲｢砺波の散居村｣        ▲｢小矢部の棚田｣ 
      稲と私の自転車｣ 



県内の棚田オーナー制度情報（予定） 

名  称 
１区画の 

面積と料金 

募 集 

区画等 
概   要 問い合わせ先 

「種の里」棚田オーナー 
●所在地／上市町西種 

 

設定なし 
（ 共 同 作
業） 
２万円 
（ 大 人 ２
名まで） 
 
追 加 料 金
5,000円/人 
追加(3～5
名様まで) 

約 20 組 
（約40名
まで） 

田植え、草刈り、稲刈り・はさがけ
など、年２～３回の農作業を地元の
方と協力して実施。里山ハイキング
や山菜摘み、わら細工等のイベント
もあります。 
●特典／玄米約 30㎏、町特産品提供 
●募集期間／４月上旬～５月上旬 

上市町グリーン・ツ
ーリズム協議会 
（上市町産業課内） 
5076-472-1111 

 
http://www.town.ka
miichi.lg.jp/event-to
pics/svTopiDtl.aspx
?servno=55&srch=
M 

みのり棚田の学校 
●所在地／富山市八尾町乗嶺 

 

設定なし 
（ 共 同 作
業） 
大人１万円 
小人5,000円 

32 組 

立山連峰を一望する棚田（日本の棚
田百選認定）で、田植え、稲刈り、
さつまいも掘りなどの農作業を実
施。「棚田の学校便り」を発行する
ほか、ホタル観察会やおわら風の盆
鑑賞会、地元農家とのバーベキュー
交流会も。 
●特典／米（大人15㎏、子ども８㎏） 
●募集期間／２月中旬～３月末 

みのり棚田の学校
実行委員会 
委員長：山西さん 
5076-454-2954 
 
http://www7.city.toy
ama.toyama.jp/slo
w/yatsuo/02_01.ht
ml 

河西棚田オーナー 
●所在地／富山市八尾町河西 

 

100 ㎡ 
３万円 

10 組 
（１組４
名まで） 

岐阜県境から流れ出す室牧川の水
を使って、赤土･粘土質の農地で栽
培するコシヒカリは魚沼産に負け
ないくらいの食味。農園での野菜収
穫やホタル観察会、魚釣り教室や山
菜採り、そば打ち体験などで地元農
家と楽しく交流する。 
●特典／玄米 30 ㎏、野菜 
●募集期間／２月中旬～４月末 

河西活性化協議会 
池口さん 
5080-1956-5914 

 
http://www.cty8.co
m/slowtown/index.
html 

世界遺産・五箇山棚田オーナー 
●所在地／南砺市相倉 

 

約 100 ㎡ 
２万円 

15 組 

世界遺産・相倉合掌造り集落の棚田
で田植え、稲刈りなどが体験でき
る。そば・赤かぶ・農園オーナー制
度もあり、秋の収穫祭には他のオー
ナーと楽しく交流できる。生育状況
の情報提供（ブログ）を実施。 
●特典／玄米 30㎏、地元特産品、温
泉入浴券 
●募集期間／２月中旬～４月末 

『みんなで農作業
の日』ｉｎ五箇山 
実行委員会 
南砺市平行政ｾﾝﾀｰ
50763-66-2131 
 
http://gazoo.com/G
-Blog/GOKAYAMA
_MURA010/Index.
aspx 

 
■ご意見・ご要望はこちらまで 

○事務局 (社)富山県農林水産公社設計管理課 TEL:076-441-7397  FAX:076-444-3851
      HP→http://taff.or.jp/tanada/tanada.htm 
○富山県農村振興課農村活性化係 TEL:076-444-3381   FAX:076-444-4427 

各地で展開される棚田オーナー制度。平成 24 年度のオーナー募集が始まっ

ている 

メールマガジン配信中！


